
研修の目的

現在、地域包括ケアシステムにおいて高齢者の生活を地域で支えるために

STに対するニーズが高まってきています。そのため市町村の介護予防事業

（通所・訪問・地域ケア会議・通いの場）で役割を担うSTを増やすこと、地域リ

ハビリに従事する方の育成を目的としています。

研修を受けたあとは？

11月頃に開催されるリーダー研修を受講後(受講の順番はどちらでも構いま

せん）に院外での活動へ参加が可能となります。

院外活動の例

地域ケア会議への参加、通所・訪問、住民運営の通いの場への支援

地域リハビリテーション活動支援推進のため
の人材育成事業初期研修の概要について

地域ケア会議
多様な関係者が参加し、個別ケ
ースの支援方針を決定する会議

通所・訪問
介護職員等へ助言を行い、自立
支援に資する取り組みを促す

通いの場
要介護状態になっても通い続け
られる場所を展開する

問い合わせ
一般社団法人鹿児島県言語聴覚士会
地域リハビリ 広域担当 向井優善
Mail:mukai.st0816@gmail.com
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